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住
民
福
祉
の
向
上
や
若
者

定
住
の
政
策
推
進
の
た
め
、

①
高
齢
者
の
見
回
り
隊
や
配
食
等
、

若
者
の
安
定
し
た
就
労
の
場
と
し

て
確
保
で
き
な
い
か
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
可
能
な
特

老
ホ
ー
ム
を
設
置
し
就
労
の
場
を

確
保
で
き
な
い
か
。

①
配
食
は
福
祉
協
議
会
で

継
続
す
る
。
見
回
り
は
今

後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
健
康
福
祉
課
で
対
応
し
た
い
。

②
特
老
ホ
ー
ム
は
引
き
続
き
宮
城

福
祉
会
に
要
請
し
、
相
互
の
役
割

を
認
識
し
な
が
ら
就
労
の
機
会
を

創
出
し
て
い
く
。

町
が
買
収
し
た
土
地
に
建

物
を
整
備
し
、
福
祉
環
境

の
充
実
と
若
者
の
就
労
の
場
を
具

体
的
に
示
せ
な
い
か
。

有
資
格
者
の
確
保
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

宮
城
福
祉
会
に
計
画
を
進
め
て
頂

き
町
は
積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

問問 答

一般質問 管原研治議員２項目を問う

管原研治議員

『福祉の郷づくり』へ取り組む考えは。

『除雪作業体制の充実』が必要ではないか。

町と関係機関との役割を認識し対応したい。

民間業者などへの委託契約を視野に検討したい。

問

問

答

答

福
祉
の
郷
構
想
づ
く
り

除
雪
作
業
体
制
の
充
実

空
き
家
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
※
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
就
労
の
場
に
活
か
せ
な
い
か
。

制
度
的
に
可
能
か
検
討
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

作
業
員
の
就
労
環
境
や
体

制
の
充
実
の
必
要
性
か
ら
、

①
早
期
よ
り
幅
広
く
人
員
を
増
や

し
募
集
す
べ
き
で
は
な
い
か

②
有
資
格
者
養
成
の
た
め
行
政
支

援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
短
期
雇
用
不
安
解
消
の
た
め
通

年
就
労
の
担
保
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

①
７
月
に
募
集
し
た
が
応

募
者
が
少
な
い
。
県
や
関

係
者
と
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
車
両
系
建
設
機
械
の
資
格
取
得

へ
助
成
を
考
え
た
い
。

③
民
間
業
者
や
農
業
法
人
委
託
も

視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

賃
金
や
福
利
厚
生
を
充
実

さ
せ
れ
ば
効
率
的
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
は
な
い
か
。

毎
年
応
じ
ら
れ
る
賃
金
の

改
定
は
し
て
い
る
。
８
名

を
夏
の
間
雇
用
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

作
業
員
の
欠
員
は
住
民
の

生
活
に
関
わ
る
。
人
員
の

確
保
や
育
成
が
必
要
で
は
。

65
才
を
過
ぎ
た
方
に
臨
時

に
対
応
頂
け
る
か
考
え
、

県
と
連
携
し
て
行
き
た
い
。

答

答

答答答

問

問問

問

一般質問 梅津政志議員　項目を問う

梅津政志議員

機
構
改
革
の
成
果
と
積
極

的
な
女
性
管
理
職
の
登
用
、

理
想
と
す
る
職
員
の
定
数
は
。

新
し
い
体
制
が
浸
透
し
各

課
の
運
営
も
軌
道
に
乗
っ

た
。
女
性
管
理
職
の
活
躍
し
易
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
今
後

減
員
あ
り
き
の
採
用
抑
制
は
見
直

す
時
期
に
あ
る
。

特
定
の
課
に
仕
事
量
の
偏

り
や
時
間
外
勤
務
の
増
大

は
な
い
か
。
参
事
兼
補
佐
が
７
名

に
増
え
た
が
目
的
と
役
割
は
。

部
署
に
よ
り
仕
事
の
偏
り

が
み
ら
れ
た
。
時
間
外
勤

務
は
減
。
参
事
職
は
準
管
理
職
の

立
場
と
し
て
課
長
に
変
わ
り
事
務

執
行
の
権
限
を
持
つ
。

職
員
の
受
験
資
格
の
年
齢

制
限
を
上
げ
民
間
企
業
で

の
技
術
や
経
験
を
持
っ
た
人
材
の

採
用
も
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

定
年
退
職
後
の
再
任
用
状
況
は
。

問問問

問

問

答

答

答答

機構改革の成果は。

宇検村との今後の交流は。

各課の運営も軌道に乗った。

友好都市協定の準備も進めたい。

年
令
幅
を
広
げ
て
の
採
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
経

験
豊
富
な
職
員
に
公
務
の
手
伝
い

を
お
願
い
し
若
い
職
員
の
指
導
な

ど
お
願
い
し
た
い
。
再
雇
用
の
方

向
で
検
討
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定

住
率
が
極
端
に
低
い
が
隊

員
と
の
十
分
な
意
思
疎
通
が
出
来

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

協
力
隊
員
と
担
当
課
は
定

期
的
に
面
談
を
し
、
町
長
、

副
町
長
と
は
随
時
懇
談
を
重
ね
て

い
る
。
定
着
に
つ
い
て
今
後
し
っ

か
り
検
証
す
る
。

代
表
監
査
委
員
の
意
見
書

で
は
再
編
に
よ
り
少
な
か

ら
ず
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て
い
る

と
の
見
解
だ
が
ど
の
部
分
か
。

課
に
よ
っ
て
若
干
の
仕
事

量
の
偏
り
と
、
事
務
分
掌

に
わ
ず
か
に
見
直
し
の
必
要
な
部

分
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

宇
検
村
と
の
交
流
は
３
年

目
と
な
る
が
今
後
の
目
標

は
。

互
い
に
共
通
の
課
題
を
持

ち
今
後
も
人
に
よ
る
交
流

事
業
を
継
続
し
た
い
。
町
制
施
行

60
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
友
好
都

市
協
定
の
準
備
も
進
め
た
い
。

特
産
品
の
交
流
で
問
題
と

な
る
高
額
な
運
賃
の
解
消

に
は
自
治
体
の
支
援
が
必
要
不
可

欠
と
思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

観
光
協
会
、
商
工
会
が
中

心
と
な
り
生
産
者
が
経
済

的
に
不
利
に
な
ら
な
い
状
況
で
町

の
支
援
を
考
え
る
。

小
学
生
、
行
政
、
物
産
な

ど
の
交
流
に
続
い
て
今
後

の
交
流
に
の
構
想
が
あ
れ
ば
伺
う
。

来
年
度
は
女
性
の
方
々
の

研
修
交
流
を
企
画
し
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

機
構
改
革
の
成
果

鹿
児
島
県
宇
検
村

答答

答答答

答 問

問問問

問 ※�

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
＝
住
居
を
複

数
人
で
共
有
し
共
同
生
活
す

る
ス
タ
イ
ル


